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		会社名：神戸市西消防署

		建物名称：西本署



		用途：消防業務

		稼働時間：24ｈ（一部8:45～17：30）



		人員：48人（8：45～17：30）、28人（17：30～8：45）


28人（土日・休日）



		災害時情報提供者（昼間）：原田　良弘　連絡先


　　　　　　　　（夜間）：西村　康男　連絡先



		建物構造：ＲＣ造延べ２７８０㎡　地上：４階、地下：なし　



		可燃性内装材の使用：3階及び4階に一部使用（ウレタン系サンドイッチパネル）



		災害時活動拠点（就業時）：１階情報勤務室


　　　　　　　（休日）：１階情報勤務室



		品名

		荷姿

		保管場所

		貯蔵量

		性状

		危険性・有害性

		応急


指針番号



		

		

		

		

		

		毒物

		劇物

		禁水

		爆発

		可燃

		高圧ガス

		有毒ガス

		放射性

		その他


特記事項

		



		空気ボンベ

		Ｓ

		１Ｆボンベ庫①

		７Ｌ×30本

		気

		

		

		

		

		

		●

		

		

		

		122



		酸素ボンベ

		Ｓ

		１Ｆ消毒室②

		4Ｌ×２本

		気

		

		

		

		

		●

		●

		

		

		

		122



		酸化エチレン

		Ｓ

		１Ｆ消毒室②

		2Ｌ×１本

		気

		

		●

		

		●

		●

		●

		

		

		

		119



		窒素ボンベ

		Ｓ

		１Ｆ倉庫③

		40Ｌ×１本

		気

		

		

		

		

		

		●

		

		

		

		121



		薬品類

		Ｇ

		４Ｆ倉庫①

		500ｍｌ×30

		液

		●

		●

		

		

		

		

		●

		

		薬品庫管理


反応危険有

		157ほか



		医薬品

		Ｇ

		3Ｆ事務所①

		100ｍｌ×10

		固

		●

		

		

		

		

		

		

		

		

		151ほか



		石油類

		Ｓ

		1階倉庫⑤

		20Ｌ×５缶


２００Ｌ×２缶

		液

		

		

		

		

		●

		

		

		

		

		128



		

		

		

		

		

		

		

		

		

		

		

		

		

		

		



		

		

		

		

		

		

		

		

		

		

		

		

		

		

		



		その他の危険情報

		設置場所

		能力

		危険性



		電源設備

		１Ｆ電気室④

		300ＫＶＡ

		感電
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建物危険情報提供シート（FDカード）作成要領の一例

１．目的


企業は、建物危険情報提供シート（以下、「ＦＤカード」という。）を作成することにより、自社建物の危険性を認識し、関係者が情報を共有し、被害拡大の防止並びに保安体制の向上と共に、消防隊に当該情報を提供することによって被害減少を図るものとする。消防隊は、ＦＤカードを当該災害の拡大防止の目的のためだけに使用する。


２．様式

　　　日本工業規格Ａ３若しくはＡ４とする。

　　　敷地の図面については、別途添付する。


３．設置場所

　　　次に掲げるいずれかの位置とする。


（1） 正門若しくは守衛室


（2） 自動火災報知設備の受信機の位置

４．記載事項

（1） 会社名


（2） 建物名称


（3） 建物構造（木造、鉄骨造、鉄筋コンクリート造など）

（4） 内装材（可燃性又は可燃性ガス若しくは有毒ガスを発生するものに限る）


（5） 就業人員（昼間・夜間により変化する場合は時間帯と人数を記載）

（6） 責任者名（職名及び氏名、代行者を選任している場合は両名）

（7） 責任者連絡先（個人の携帯電話など緊急時に連絡がとれる番号）

（8） 収容物（詳細は「５」参照）

（9） 火災時の措置

（10） 各階の平面図（複数の階が同様である場合は省略できる）

５．収容物の記載

（1） 品名（アクリル系樹脂など総称名でもよい）

（2） 荷姿（タンク、容器（鋼製(Ｓ)、ガラス(Ｇ)、プラスチック(Ｐ)など）、袋、なし）

（3） 使用・貯蔵場所（階および室名）

（4） 貯蔵量（できるだけ現状の数値とする）

（5） 性状（固体、液体、気体（常温状態での性状を記載））

（6） 危険性・有害性（該当する性質に丸（●）を記入）

（7） ＧＨＩ勧告指針番号

※　記載の免除

収容する危険物品が少量であり、消火活動等に支障を及ぼさないものについては記載しない。


（例）消防法上の危険物で０．１倍以下、且つ、１００Ｌ以下の場合


※　少量多品種の取り扱いについて


各薬品が１リットル以下で薬品庫等に貯蔵されている場合は、そのうちの１種類の品名を記載し、その後に「等」と記載する。

６．各階平面図への記載事項

（1） 危険物品の表示（ＧＨＳ表示※１（複数の危険がある場合は主とする危険表示））
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● 危 険 物

          ガソリン、軽油、灯油、重油 etc

　　 　引火性又は可燃性液体などを保管、消費する室に表示します
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● 高 圧 ガ ス


LPガスボンベ、酸素ボンベ etc

高圧ガスが充填されたボンベを保管、消費する室に表示します



● 毒 物・劇 物

シアン化水素、塩酸、硫酸 etc


毒劇物に指定されている薬物を保管、消費する室に表示します

（2） 内装材の表示（可燃性内装材を使用する室の壁面にオレンジ色の枠と発泡樹脂内装マークを表示）



● 内装材（発泡ウレタン系）

● サンドイッチパネル（発泡ウレタン系）


可燃性内装材を使用している室に表示します。

（3） 消火設備の表示（総合操作盤（受信盤）、屋内消火栓のみ記載）

（4） 災害時活動拠点（室を緑色に塗る）


（5） 禁水表示

1 放水禁止（室を青色に塗り、感電注意マークを表示）



● 変電設備、電気室、コンピューター室 etc

感電又は放水をすることが好ましくない室に表示します

2 禁水物質（青色の枠に、内側に白文字で「禁水」と表示する）

※１　GHS表示とは、世界的に統一されたルールに従って、化学品を危険有害性の種類と程度により分類し、その情報が一目でわかるよう、上記のように、各ラベルで表示するシステムです。

７．更新

企業は、ＦＤカードの記載事項について、常に最新の情報とするように努める。


（６）危険性・有害性（該当する性質に丸（●）を記入）

（７）ＧＨＩ勧告指針番号

※　記載の免除

収容する危険物品が少量であり、消火活動等に支障を及ぼさないものについては記載しない。


（例）消防法上の危険物で０．１倍以下、且つ、１００Ｌ以下の場合


※　少量多品種の取り扱いについて


各薬品が１リットル以下で薬品庫等に貯蔵されている場合は、そのうちの１種類の品名を記載し、その後に「等」と記載する。

６．各階平面図への記載事項

（1） 危険物品の表示（ＧＨＳ表示※１（複数の危険がある場合は主とする危険表示））
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● 危 険 物

          ガソリン、軽油、灯油、重油 etc

　　 　引火性又は可燃性液体などを保管、消費する室に表示します
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● 高 圧 ガ ス


LPガスボンベ、酸素ボンベ etc

高圧ガスが充填されたボンベを保管、消費する室に表示します



● 毒 物・劇 物

シアン化水素、塩酸、硫酸 etc


毒劇物に指定されている薬物を保管、消費する室に表示します

（2） 内装材の表示（可燃性内装材を使用する室の壁面にオレンジ色の枠と発泡樹脂内装マークを表示）



● 内装材（発泡ウレタン系）

● サンドイッチパネル（発泡ウレタン系）


可燃性内装材を使用している室に表示します。

（3） 消火設備の表示（総合操作盤（受信盤）、屋内消火栓のみ記載）

（4） 災害時活動拠点（室を緑色に塗る）


（5） 禁水表示

1 放水禁止（室を青色に塗り、感電注意マークを表示）



● 変電設備、電気室、コンピューター室 etc

感電又は放水をすることが好ましくない室に表示します

2 禁水物質（青色の枠に、内側に白文字で「禁水」と表示する）

※１　GHS表示とは、世界的に統一されたルールに従って、化学品を危険有害性の種類と程度により分類し、その情報が一目でわかるよう、上記のように、各ラベルで表示するシステムです。

７．更新

企業は、ＦＤカードの記載事項について、常に最新の情報とするように努める。
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（２）内装材の表示（可燃性内装材を使用する室の壁面にオレンジ色の枠と発泡樹脂内装マークを表示）
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[image: image3.wmf]● 内装材（発泡ウレタン系）

● サンドイッチパネル（発泡ウレタン系）


可燃性内装材を使用している室に表示します。

（３）消火設備の表示（総合操作盤（受信盤）、屋内消火栓のみ記載）

（４）災害時活動拠点（室を緑色に塗る）


（５）禁水表示

1 放水禁止（室を青色に塗り、感電注意マークを表示）



● 変電設備、電気室、コンピューター室 etc

感電又は放水をすることが好ましくない室に表示します

2 禁水物質（青色の枠に、内側に白文字で「禁水」と表示する）

※１　GHS表示とは、世界的に統一されたルールに従って、化学品を危険有害性の種類と程度により分類し、その情報が一目でわかるよう、上記のように、各ラベルで表示するシステムです。

７．更新

企業は、ＦＤカードの記載事項について、常に最新の情報とするように努める。


	スライド番号 1
	スライド番号 2
	スライド番号 3
	スライド番号 4
	スライド番号 5
	スライド番号 6
	スライド番号 7
	スライド番号 8
	スライド番号 9
	スライド番号 10
	スライド番号 11

